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（１）

都道府県魅力度 茨城８年ぶり最下位脱出

東
北
は
宮
城

位
（
昨
年

位
）
、

青
森

位
（

位
）
、
秋
田

位
（

位
）
、
福
島

位
（

位
）
、
岩
手

位
（

位
）
、
山
形

位
（

位
）
だ

っ
た
。

茨
城
は

年
、
情
報
発
信
を
強
化
す

る
た
め
「
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
チ
ー

ム
」
を
設
置
。
若
者
向
け
に
動
画
投
稿

サ
イ
ト
「
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
」
で
動
画
配

信
す
る
な
ど
、
県
産
品
の
ブ
ラ
ン
ド
化

や
観
光
誘
致
を
推
進
し
た
。
現
在
の
チ

ー
ム
リ
ー
ダ
ー
の
谷
越
敦
子
さ
ん
は

「
（
ラ
ン
キ
ン
グ
は
）
影
響
力
が
大
き

い
の
で
気
に
な
っ
て
い
た
。
県
の
認
知

度
が
上
が
っ
て
き
た
」
と
手
応
え
を
語

っ
た
。

大
井
川
和
彦
知
事
は
「
順
位
が
上
が

っ
た
こ
と
は
喜
ば
し
い
が
、
本
県
の
魅

力
は
も
っ
と
上
位
で
あ
っ
て
も
良
い
」

と
苦
笑
し
た
。
一
方
、
最
下
位
と
な
っ

た
栃
木
の
福
田
富
一
知
事
は
「
来
年
こ

そ
は
同
じ
結
果
に
な
ら
な
い
よ
う
取
り

組
み
た
い
。
栃
木
の
魅
力
を
測
る
た
め

の
適
切
な
指
標
な
の
か
疑
問
を
感
じ

た
」
と
指
摘
し
た
。

年
か
ら
都
道
府
県
別
の
ラ
ン
キ
ン

グ
を
公
表
し
、
茨
城
県
は

位
だ
っ
た

年
以
外
は
全
て
最
下
位
だ
っ
た
。

ま
た
市
区
町
村
別
ラ
ン
キ
ン
グ
で

は
、
１
位
は
京
都
、
２
位
は
北
海
道
の

函
館
と
札
幌
。
仙
台
は

位
だ
っ
た
。

調
査
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
６
、
７

月
に
実
施
。
認
知
度
や
居
住
意
欲
な
ど

項
目
を
尋
ね
、

〜

代
の
男
女
３

万
１
７
３
４
人
か
ら
有
効
回
答
を
得

た
。

民間シンクタンク「ブランド総

合研究所 東京）は、2020年の都

道府県別魅力度ランキング調査

で、１位は 年連続で北海道だっ

たと発表した。２位は京都、３位

は沖縄と続いた。７年連続最下位

だった茨城は 位で、８年ぶりに

最下位を脱出した。
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中
学
受
験
・
適
性
検
査

志望理由は具体的に
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来
年
１
月
９
日
に
実
施
さ
れ

る
公
立
中
高
一
貫
校
の
適
性
検

査
ま
で
、
残
り

日
。
出
願
に

向
け
た
各
種
書
類
の
配
布
も
始

ま
っ
て
い
る
。

多
く
の
家
庭
で
は
、
志
願
理

由
書
の
記
入
な
ど
も
進
め
て
い

る
時
期
だ
ろ
う
。
志
願
理
由
書

に
は
、
二
つ
の
項
目
の
記
入
が

必
要
だ
。

ま
ず
、
中
高
の
６
年
間
で
取

り
組
み
た
い
こ
と
を
中
心
と
し

た
志
願
理
由
と
、
将
来
の
夢
や

希
望
に
つ
い
て
で
あ
る
。
具
体

的
に
取
り
組
む
こ
と
を
書
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

志
願
理
由
書
に
書
い
た
内
容

は
、
適
性
検
査
の
面
接
時
に
同

様
の
こ
と
を
聞
か
れ
る
可
能
性

も
あ
る
。
志
望
の
き
っ
か
け
や
、

実
際
に
中
高
一
貫
校
に
通
っ
て

い
る
身
近
な
先
輩
か
ら
の
話
な

ど
、
具
体
的
な
内
容
を
盛
り
込

む
の
も
良
い
。

志
願
理
由
書
を
作
る
こ
と

で
、
よ
り
一
層
、
そ
の
学
校
に

入
り
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
強

く
な
る
だ
ろ
う
。
自
分
で
書
い

た
志
願
理
由
書
は
清
書
す
る
前

に
、
保
護
者
だ
け
で
な
く
、
第

三
者
に
も
見
て
も
ら
う
こ
と
を

お
勧
め
す
る
。
何
度
も
書
き
直

す
こ
と
を
前
提
に
、
早
め
に
作

成
し
て
お
き
た
い
。

合
否
に
大
き
く
影
響
す
る
総

合
問
題
の
対
策
も
本
格
化
す
る

時
期
だ
。
出
願
す
る
学
校
の
傾

向
に
合
わ
せ
た
対
策
が
必
要
と

な
る
。
県
立
の
仙
台
二
華
中
と

古
川
黎
明
中
は
共
通
問
題
が
１

題
あ
る
が
、
両
校
と
仙
台
市
立

の
仙
台
青
陵
中
は
出
題
傾
向
が

大
き
く
異
な
る
。

出
願
校
を
迷
っ
て
い
る
場
合

は
、
早
め
に
決
定
し
よ
う
。
出

願
す
る
学
校
の
過
去
問
は
、
最

低
で
も
５
年
分
解
く
必
要
が
あ

る
。
そ
の
際
は
、
本
番
の
つ
も

り
で
決
め
ら
れ
た
時
間
で
集
中

し
て
解
く
こ
と
。
ま
た
出
願
校

以
外
の
学
校
の
問
題
も
、
取
り

組
ん
で
ほ
し
い
。

模
擬
試
験
の
受
験
も
対
策
の

一
つ
だ
。
慣
れ
な
い
環
境
で
、

集
中
し
て
試
験
に
臨
む
絶
好
の

機
会
と
な
る
。
入
試
で
は
緊
張

や
不
安
な
ど
で
普
段
通
り
の
力

が
出
せ
な
い
こ
と
が
あ
る
。
普

段
と
は
違
っ
た
負
荷
の
か
か
る

状
況
で
の
試
験
で
力
を
試
し
て

み
よ
う
。

（
進
学
プ
ラ
ザ
グ
ル
ー
プ
第
一

事
業
部
・
阿
部
智
則
部
長
）

‖
土
曜
日
掲
載
‖
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問 題

①右
みぎ

の表
ひょう

に東
とう

北
ほく

各
かく

県
けん

の本
ほん

年
ねん

度
ど

の魅
み

力
りょく

度
ど

順
じゅん

位
い

を書
か

きましょう。

②魅力度１位の都
と

道
どう

府
ふ

県はどこでしょう。

（ ）

③最
さい

下
か

位
い

を脱
だっ

出
しゅつ

した茨
いばら

城
き

県は、どんな取
と

り組
く

みをしたでしょう。記
き

事
じ

か

ら探
さが

してみましょう。

（ ）

④自
じ

分
ぶん

の住
す

む県や市
し

町
ちょう

村
そん

の魅力を考
かんが

えてみましょう。

（ ）

（小学校中学年以上／朝の会など）

答えは11月１日の

朝刊に

又又又又又又又俣
末
末
末迄 又又又又又又又 沫

末
末
末

抹

小
し
ょ
う

学が
っ

校こ
う

か
ら
社

し
ゃ

会
か
い

科
か

で
「
身

み

近
ぢ
か

な
地

ち

域
い
き

」
に
つ
い
て
学

ま
な

び
ま

す
が
、
あ
な
た
が
暮

く

ら
す
市
町

村
な
ど
地
域
の
魅
力
は
何
で
し

ょ
う
。
「
住

す

め
ば
都

み
や
こ

」
と
い
う

こ
と
わ
ざ
が
あ
る
通

と
お

り
、
地

じ

元
も
と

は
魅
力
あ
ふ
れ
る
所

と
こ
ろ

で
す
よ

ね
。
都
道
府
県
や
市
町
村
を
新

あ
ら

た
な
視

し

点
て
ん

で
見

み

直
な
お

し
、
さ
ま
ざ

ま
な
魅
力
に
気

き

づ
い
て
ほ
し
い

と
思

お
も

い
ま
す
。

（
仙

せ
ん

台
だ
い

市
長

な
が

町
ま
ち

中
ち
ゅ
う

教
き
ょ
う

諭ゆ

進
し
ん

藤
ど
う

千
ち

枝
え

）

月 日朝刊記事を加工

自
動
車
整
備
・
車
両
販
売
の

太
陽
自
動
車
工
業
所
（
仙
台
市

宮
城
野
区
）
が
東
邦
銀
行
の
寄

付
型
私
募
債
を
発
行
し
た
こ
と

に
伴
い
、
同
行
は
東
北
大
病
院

（
青
葉
区
）
に
「
ア
ン
パ
ン
マ

ン
」
を
あ
し
ら
っ
た
待
合
ベ
ン

チ
を
寄
贈
し
た
。

太
陽
自
動
車
工
業
所
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
治
療
な

ど
に
当
た
る
医
療
従
事
者
へ
の

感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
、
寄
贈

先
を
決
定
。
同
病
院
で
９
月

日
に
寄
贈
式
が
あ
り
、
同
社
の

山
本
光
社
長
が
張
替
秀
郎
副
院

長
に
目
録
を
手
渡
し
た
。

同
社
は
運
転
資
金
な
ど
と
し

て
今
年
３
月
、
東
邦
銀
の
「
と

う
ほ
う
・
ふ
る
さ
と
総
活
躍
応

援
私
募
債
」
を
１
億
２
０
０
０

万
円
分
発
行
。
受
託
し
た
同
行

が
手
数
料
の
一
部
を
活
用
し

て
、
学
校
や
施
設
な
ど
に
物
品

な
ど
を
寄
贈
す
る
仕
組
み
で
、

８
月
末
ま
で
に
２
３
７
件
を
受

託
し
て
い
る
。

ベンチの寄贈を受けた張替副院長（右から２人目）と
山本社長（中央）
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柴
田
町
商
工
会
は
、
地
元
特
産
品
の

詰
め
合
わ
せ
小
包
セ
ッ
ト
「
柴
田
招
福

！
玉
手
箱
」
の
申
し
込
み
を
受
け
付
け

て
い
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
の
影
響
で
、
売
り
上
げ
が
落
ち
込

む
地
元
事
業
者
を
支
援
す
る
と
と
も

に
、
特
産
品
を
幅
広
く
Ｐ
Ｒ
す
る
の
が

目
的
。
注
文
は
事
前
予
約
制
。

詰
め
合
わ
せ
商
品
は

点
で
、
特
産

の
ユ
ズ
を
使
っ
た
酒
や
ポ
ン
酢
の
ほ

か
、
町
内
で
生
産
さ
れ
た
乾
燥
シ
イ
タ

ケ
、ピ
ー
マ
ン
み
そ
、ク
ッ
キ
ー
な
ど
。

い
ず
れ
も
町
内
の
事
業
者
が
生
産
、
販

売
し
て
い
る
商
品
。
町
商
工
会
女
性
部

が
企
画
し
た
。

船
山
良
子
女
性
部
長
は
「
新
型
コ
ロ

ナ
の
影
響
で
地
元
特
産
品
の
販
売
が
厳

し
い
状
況
が
続
い
て
い
る
。
お
歳
暮
商

品
と
し
て
、
ぜ
ひ
購
入
し
て
支
援
し
て

ほ
し
い
」
と
呼
び
掛
け
る
。

玉
手
箱
は
１
セ
ッ
ト
３
０
０
０
円
で

１
５
０
セ
ッ
ト
限
定
。
申
込
期
限
は

月

日
で
、
商
品
は
申
し
込
み
後
の
同

月
下
旬
か
ら
宅
配
な
ど
で
発
送
す
る
。

連
絡
先
は
町
商
工
会
０
２
２
４（
５
４
）

２
２
０
７
。

町商工会特産品詰め合わせ販売

柴
田
町
の
特
産
品
を
詰
め
合
わ
せ
た
小
包

セ
ッ
ト

東
北
大
病
院
に
ベ
ン
チ
寄
贈

コロナにアンパンチ！
仙台・太陽自動車工業所が寄付型私募債
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県
高
校
新
人
大
会

◇
重
量
挙
げ
（

日
・
柴
田
農
林
高
）

【
男
子
】

▽

㌔
級

①
丹
治
悠
真
（
柴
田
）

㌔
（
ス
ナ
ッ
チ

、
ジ
ャ
ー
ク

）
②
佐

藤
（
石
巻
）
③
相
沢
（
宮
城
農
）

▽

㌔
級

①
前
田
英
広
（
石
巻
）
１

７
６
㌔
（
ス
ナ
ッ
チ

、
ジ
ャ
ー
ク

）

②
佐
藤（
仙
台
大
明
成
）③
石
川
（
柴
田
）

▽

㌔
級

①
渡
辺
恵
太
（
宮
城
農
）

１
６
２
㌔
（
ス
ナ
ッ
チ

、
ジ
ャ
ー
ク

）

②
飯
山
（
宮
城
農
）
③
斉
藤
（
柴
田
）

▽

㌔
級

①
水
戸
偉
楓
（
柴
田
農
林
）

２
０
８
㌔
（
ス
ナ
ッ
チ

、
ジ
ャ
ー
ク
１

１
５
）
②
佐
久
間
（
柴
田
）
③
阿
部
（
石

巻
）▽

㌔
級

①
小
野
光
琉
（
宮
城
農
）

２
２
０
㌔
（
ス
ナ
ッ
チ
１
０
０
、
ジ
ャ
ー

ク
１
２
０
）
②
亀
井
（
宮
城
農
）
③
斎
藤

（
宮
城
農
）

▽

㌔
級

①
寛
野
瑠
威
（
柴
田
）
２

０
７
㌔
（
ス
ナ
ッ
チ

、
ジ
ャ
ー
ク
１
１

６
）②
佐
藤（
柴
田
）
③
浜
野
（
宮
城
農
）

▽

㌔
級

①
相
馬
来
輝
（
柴
田
）
２

２
０
㌔
‖
大
会
新
（
ス
ナ
ッ
チ

‖
大
会

新
、
ジ
ャ
ー
ク
１
２
５
‖
大
会
新
）
②
菊

地
（
宮
城
農
）
２
０
０
㌔
‖
大
会
新
（
ス

ナ
ッ
チ

‖
大
会
新
、
ジ
ャ
ー
ク
１
１
５

‖
大
会
新
）
③
跡
部
（
石
巻
）

▽
１
０
２
㌔
級

①
大
内
皓
太
（
柴
田
）

１
８
８
㌔
（
ス
ナ
ッ
チ

、
ジ
ャ
ー
ク
１

０
０
）
‖
出
場
１
人

▽
１
０
２
㌔
超
級

①
吉
田
晃
永
（
柴

田
）
１
４
６
㌔
（
ス
ナ
ッ
チ

、
ジ
ャ
ー

ク

）
‖
出
場
１
人

▽
学
校
対
抗
得
点

①
柴
田

②
宮
城

農

③
石
巻

【
女
子
】

▽

㌔
級

①
笹
森
愛
佳
（
柴
田
）

㌔
（
ス
ナ
ッ
チ

、
ジ
ャ
ー
ク

）
‖
出

場
１
人

▽

㌔
級

①
鈴
木
野
乃
佳
（
柴
田
農

林
）

㌔
（
ス
ナ
ッ
チ

、
ジ
ャ
ー
ク

）

‖
出
場
１
人

▽

㌔
級

①
山
田
優
那
（
柴
田
）
１

１
０
㌔
（
ス
ナ
ッ
チ

、
ジ
ャ
ー
ク

）

②
小
田
島
（
宮
城
農
）
‖
出
場
２
人

▽

㌔
級

①
船
山
蒼
空
（
柴
田
）

㌔
（
ス
ナ
ッ
チ

、
ジ
ャ
ー
ク

）
‖
出

場
１
人

▽

㌔
級

①
清
野
朱
音
（
柴
田
）

㌔
（
ス
ナ
ッ
チ

、
ジ
ャ
ー
ク

）
②
伊

藤
（
柴
田
）
‖
出
場
２
人

▽

㌔
級

①
斎
藤
夏
希
（
宮
城
農
）

㌔
（
ス
ナ
ッ
チ

、
ジ
ャ
ー
ク

）
‖

出
場
１
人

▽

㌔
超
級

①
三
浦
虹
胡
（
宮
城
農
）

１
２
１
㌔
（
ス
ナ
ッ
チ

、
ジ
ャ
ー
ク

）

②
工
藤
（
宮
城
農
）
‖
出
場
２
人

▽
学
校
対
抗
得
点

①
柴
田

②
宮
城

農

③
柴
田
農
林
７

◇
ヨ
ッ
ト
（

、

日
・
閖
上
ヨ
ッ
ト

ハ
ー
バ
ー
）
‖
１
位
記
録

▽
男
子
４
２
０
級

仙
台
二
Ａ

▽
レ
ー
ザ
ー
ラ
ジ
ア
ル
級

鈴
木
太
一

郎
（
仙
台
一
）

▽
女
子
４
２
０
級

塩
釜
Ａ

▽
レ
ー
ザ
ー
ラ
ジ
ア
ル
級

菅
原
花
琉

（
気
仙
沼
向
洋
）《》

「」

Ａ
Ｒ
Ｄ
Ｏ

Ｒ
Ｅ
桑
原

３

１
｜
１

２
｜
０

１

仙
台
中
田

ク

《》

「」

宮
城
教
員

ク

３

１
｜
１

２
｜
０

１

宮

工

ク

◇
県
サ
ッ
カ
ー
リ
ー
グ
（

、

日
・

県
サ
ッ
カ
ー
場
）《》

「」

宮
城
教
員

ク

１

１
｜
１

０
｜
０

１

Ａ
Ｒ
Ｄ
Ｏ

Ｒ
Ｅ
桑
原

佐

沼

｜
４

古

川

東

大

和

９
｜
８

富

沢

桃

生

｜
９

利

府

大

和

｜
７

桃

生

【
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
】
（
仙
台
市
海
岸
公

園
野
球
場
）

▽
男
子
決
勝

▽
女
子
準
決
勝

▽
決
勝

（

、

日
）

県
中
学
新
人
大
会
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東
北
各
県
の

魅
力
度
ラ
ン
キ
ン
グ

県
青 森
岩 手
宮 城
秋 田
山 形
福 島

順位
14
35
13
20
39
33

む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む

塩
釜
高
の
文
化
部
活
動
発
表
会

（
実
行
委
員
会
主
催
）
が
、
塩
釜
市

体
育
館
で
初
め
て
開
か
れ
た
。
同
高

の
文
化
祭
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
で
規
模
を
縮
小
し
、
生
徒

だ
け
で
９
月
に
開
催
し
た
が
、
両
親

ら
に
演
技
を
披
露
し
た
い
と
い
う
声

が
上
が
っ
て
い
た
。
市
は
来
場
者
を

限
定
す
る
形
で
の
実
施
を
支
援
し
、

生
徒
会
を
中
心
と
す
る
実
行
委
が
運

営
し
た
。

月

日
の
発
表
会
に
参
加
し
た

の
は
合
唱
と
ダ
ン
ス
、
音
楽
の
三
つ

の
部
で
、
入
場
者
は
事
前
登
録
し
た

生
徒
の
保
護
者
や
先
輩
、
後
輩
、
コ

ー
チ
に
限
っ
た
。
発
表
は
１
階
競
技

場
を
使
い
、
２
階
観
客
席
を
観
覧
者

に
開
放
。
入
場
時
に
は
検
温
と
手
指

消
毒
を
実
施
し
た
。

ダ
ン
ス
部
は
女
子
生
徒

人
で
参

加
し
、約

分
間
で
４
曲
を
踊
っ
た
。

部
長
の
３
年
赤
間
栞
さ
ん

は

「
一
番
見
て
も
ら
い
た
か
っ
た
親
の

前
で
踊
れ
て
楽
し
か
っ
た
。
達
成
感

が
あ
る
」
と
笑
顔
で
話
し
た
。

母
親
の
パ
ー
ト
従
業
員
赤
間
ひ
ろ

み
さ
ん

‖
七
ケ
浜
町
‖
は
「
今

年
は
大
会
や
イ
ベ
ン
ト
が
な
く
、
こ

の
場
が
な
い
と
娘
の
演
技
を
見
ら
れ

な
か
っ
た
。
市
に
応
援
し
て
も
ら
っ

て
あ
り
が
た
い
」
と
感
謝
し
た
。

実
行
委
員
長
の
３
年
赤
間
春

は

日
る

さ

ん

は
「
想
定
よ
り
観
客
が
来
て

く
れ
て
よ
か
っ
た
。
出
入
り
口
に
消

毒
や
検
温
を
担
当
す
る
生
徒
を
配
置

す
る
な
ど
し
、
安
心
し
て
見
て
も
ら

え
る
よ
う
に
し
た
」
と
話
し
た
。

市
は
発
表
会
の
実
現
に
向
け
、
文

化
芸
術
活
動
を
対
象
と
し
た
補
助
金

万
円
を
支
給
し
た
ほ
か
、
職
員
が

実
行
委
を
サ
ポ
ー
ト
し
た
。
当
日
は

生
徒
や
観
客
に
お
で
ん
を
炊
き
出
し

し
て
振
る

っ
た
。

両親に披露 達成感ある

演技を披露したダンス部の生徒たち

日
の答

え
だ
よ

⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊇
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∪
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∪
∪
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∪
∪
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∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪

⊃

①次
つぎ

の表
ひょう

に東
とう

北
ほく

各
かく

県
けん

の本
ほん

年
ねん

度
ど

の魅
み

力
りょく

度
ど

順
じゅん

位
い

を書
か

き

ましょう。

②魅力度１位の都
と

道
どう

府
ふ

県

はどこでしょう。

（北
ほっ

海
かい

道
どう

）

③最
さい

下
か

位
い

を脱
だっ

出
しゅつ

した茨
いばら

城
き

県は、どんな取
と

り組
く

みを

したでしょう。記
き

事
じ

から

探
さが

してみましょう。

（情
じょう

報
ほう

発
はっ

信
しん

を強
きょう

化
か

するため「プロモーション戦
せん

略
りゃく

チー

ム」を設
せっ

置
ち

。若
わか

者
もの

向
む

けに動
どう

画
が

投
とう

稿
こう

サイト「ユーチュー

ブ」で動画配
はい

信
しん

するなど、県産
さん

品
ぴん

のブランド化
か

や観
かん

光
こう

誘
ゆう

致
ち

を推
すい

進
しん

した）

④自
じ

分
ぶん

の住
す

む県や市
し

町
ちょう

村
そん

の魅力を考
かんが

えてみましょう。

（解
かい

答
とう

例
れい

豊
ゆた

かな自
し

然
ぜん

がある、おいしい食
た

べ物
もの

がある、

魅力的
てき

な観光スポットがある、人
ひと

が優
やさ

しいなど）

恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢

お
た
き
上
げ
で
こ
け
し
を
供
養
す
る
工
人
ら

∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪

お
た
き
上
げ
で

こ
け
し
に
感
謝

白

石

白
石
市
福
岡
八
宮
の
弥
治
郎

こ
け
し
村
で
、
不
要
と
な
っ
た

こ
け
し
に
感
謝
す
る
「
こ
け
し

供
養
祭
」
が
あ
っ
た
。

地
元
の
こ
け
し
工
人
ら
関
係

者
約

人
が
出
席
。
「
ろ
く
ろ

の
祖
」
と
伝
わ
る
小
野
宮
惟

こ
れ

喬
た
か

親
王
を
祭
神
と
す
る
弥
治
郎

こ
け
し
神
社
で
、
市
内
外
か
ら

寄
せ
ら
れ
た
約
２
０
０
本
の
魂

を
抜
く
神
事
を
行
っ
た
後
、
お

た
き
上
げ
を
し
た
。
残
っ
た
炭

は
道
具
の
刃
先
の
手
入
れ
や

修
理
を
す
る
際
に
使
う
と
い

う
。供

養
祭
は

月
８
日
に
行
わ

れ
た
。
神
社
の
秋
の
大
祭
に
合

わ
せ
て
２
０
０
８
年
に
始
ま

り
、

回
目
。
供
養
す
る
こ
け

し
は
１
口
１
０
０
０
円
で
随
時

受
け
付
け
る
。
連
絡
先
は
こ
け

し
村
０
２
２
４
（
２
６
）
３
９

９
３
。

Ｊ
Ａ
み
や
ぎ
亘
理
は
、
亘
理

町
の
同
本
所
で
新
米
試
食
会
を

開
い
た
。
管
内
の
亘
理
、
山
元

両
町
の
作
況
指
数
は
１
０
２
の

や
や
良
、
１
等
米
比
率
は
約

％
と
こ
れ
ま
で
で
最
良
の
出
来

だ
っ
た
。

月

日
の
試
食
会
に
は
、

両
町
の
生
産
者
や
消
費
者
ら
約

人
が
参
加
。
村
山
裕
一
代
表

理
事
組
合
長
は
「
７
月
の
低
温

や
９
月
の
夜
間
の
高
温
が
心
配

さ
れ
た
が
、
過
去
最
高
の
１
等

米
比
率
と
な
っ
た
。
環
境
保
全

米
の
栽
培
も
拡
大
し
て
い
る
」

と
あ
い
さ
つ
し
た
。

ひ
と
め
ぼ
れ
、
つ
や
姫
、
だ

て
正
夢
の
３
品
種
が
入
っ
た
弁

当
が
配
布
さ
れ
、
参
加
者
は
銘

柄
を
推
し
量
り
な
が
ら
味
わ
っ

た
。
山
元
町
坂
元
の
主
婦
森
洋

子
さ
ん

は
「
新
米
は
香
り

も
良
く
粘
り
気
も
あ
り
、
や
っ

ぱ
り
お
い
し
い
」
と
話
し
た
。

管
内
の
本
年
度
の
作
付
面
積

は
東
日
本
大
震
災
前
と
同
じ
水

準
の
約
２
４
４
０
㌶
。
環
境
保

全
米
や
低
タ
ン
パ
ク
米
の
生
産

に
努
め
て
い
る
。

特
殊
詐
欺
被
害
防
止
を
啓
発
す
る
チ

ラ
シ
を
手
渡
す
武
者
さ
ん
（
中
央
）

と
千
葉
さ
ん
（
右
）

特殊詐欺気を付けて
仙台大の２人 一日大河原署長

大
河
原
署
は
、
と
も
に
仙
台

大
４
年
の
武
者
香
織
さ
ん

‖
亘
理
町
‖
と
、
千
葉
隆
人
さ

ん

‖
柴
田
町
‖
を
一
日
署

長
に
委
嘱
し
、
柴
田
町
の
ス
ー

パ
ー
「
フ
レ
ス
コ
キ
ク
チ
柴
田

店
」
で
特
殊
詐
欺
被
害
防
止
な

ど
の
啓
発
活
動
を
行
っ
た
。

制
服
と
「
一
日
署
長
」
の
た

す
き
を
身
に
付
け
た
学
生
２
人

は
、
高
齢
の
買
い
物
客
ら
に
詐

欺
被
害
防
止
を
呼
び
掛
け
る
チ

ラ
シ
約
１
４
０
部
な
ど
を
署
員

ら
と
配
布
し
た
。
武
者
さ
ん
は

「
警
察
の
仕
事
内
容
を
体
験
で

き
、
非
常
に
良
か
っ
た
し
、
面

白
か
っ
た
。
高
齢
者
が
特
殊
詐

欺
に
遭
わ
な
い
き
っ
か
け
に
な

っ
て
ほ
し
い
」
と
話
し
た
。

２
人
は
大
学
で
高
齢
者
の
特

殊
詐
欺
被
害
に
つ
い
て
学
ん
で

お
り
、
大
河
原
署
も
情
報
提
供

な
ど
で
講
義
に
協
力
し
て
い

る
。
署
と
大
学
の
連
携
で
一
日

署
長
の
委
嘱
が

月

日
に
実

現
し
た
。

大
河
原
署
の
担
当
者
は
「
地

域
の
防
犯
の
観
点
か
ら
、
今
後

も
仙
台
大
と
同
様
の
啓
発
活
動

な
ど
で
協
力
し
て
い
き
た
い
」

と
話
し
た
。

香り粘り気ばっちり
亘理・試食会１等米比率過去最高

銘柄を当てながら新米を味わった試食会

ホ
ー
ム
の
待
合
ス
ペ
ー
ス
を
清
掃
す

る
生
徒 感

謝
込
め
て

無
人
駅
清
掃

岩
出
山
高
同
窓
会

大
崎
市
の
岩
出
山
高
校
（
生

徒
２
４
４
人
）
の
同
窓
会
は
、

生
徒
が
利
用
す
る
Ｊ
Ｒ
陸
羽
東

線
の
岩
出
山
駅
の
清
掃
を
行
っ

た
。
会
員
と
生
徒
ら

人
が
駅

舎
や
ホ
ー
ム
の
待
合
ス
ペ
ー

ス
、
連
絡
橋
の
窓
な
ど
を
丁
寧

に
磨
き
上
げ
た
。

岩
出
山
駅
は
２
０
１
９
年
３

月
に
無
人
駅
と
な
り
、
同
窓
会

は
昨
年
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

清
掃
し
て
い
る
。
今
年
は
生
徒

に
も
参
加
を
呼
び
掛
け
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
部
の
１
、
２
年
生
計

５
人
も
汗
を
流
し
た
。
部
長
の

内
海
蓮
奈
さ
ん

は
「
い
つ

も
利
用
し
て
お
り
、
地
域
の
皆

さ
ん
も
心
地
よ
く
使
え
る
よ
う

活
動
を
続
け
た
い
」と
話
し
た
。

同
窓
会
会
長
の
中
鉢
孝
男
さ

ん

は
学
生
時
代
に
鳴
子
駅

か
ら
岩
出
山
駅
ま
で
利
用
し
、

蒸
気
機
関
車
に
も
乗
っ
た
と
い

う
。
「
無
人
駅
に
な
っ
て
も
、

歴
史
と
思
い
出
が
あ
る
駅
は
き

れ
い
で
い
て
ほ
し
い
」
と
駅
へ

の
思
い
を
語
っ
た
。
清
掃
活
動

は

月

日
に
行
わ
れ
た
。

地
元
の
登
米
で
パ
ネ
ル
展

世
界
で
初
め
て
ワ
カ
メ
と
コ

ン
ブ
の
養
殖
法
を
発
明
し
、
日

中
友
好
に
も
貢
献
し
た
登
米

市
の
養
殖
技
術
研
究
者
大
槻

洋
四
郎
（
１
９
０
１
〜

年
）

の
功
績
と
人
物
像
を
知
る
パ

ネ
ル
展
が

月

、

の
両

日
、
市
登
米
公
民
館
で
あ
っ

た
。

「
と
よ
ま
文
化
祭
」
の
一
環
。

現
在
の
鹿
島
台
町
生
ま
れ
の
大

槻
が
登
米
市
登
米
町
に
婿
養
子

に
入
り
、
中
国
大
陸
に
渡
っ
て

「
乾
燥
刺
激
法
」
や
「
筏
式
養

殖
法
」
な
ど
の
技
術
を
考
案
。

苦
難
の
末
に
養
殖
法
を
確
立
さ

せ
た
経
緯
を
、
写
真
や
年
表
を

使
っ
て
解
説
し
た
。

大
槻
が
終
戦
後
も
中
国
大
陸

に
留
め
置
か
れ
、
中
国
政
府
に

協
力
し
て
現
地
の
人
々
に
コ
ン

ブ
養
殖
な
ど
の
技
術
者
育
成
に

当
た
っ
た
こ
と
や
、
帰
国
後
に

女
川
町
小
乗
浜
で
国
内
初
の
ワ

カ
メ
養
殖
に
成
功
し
た
こ
と
も

元
国
立
極
地
研
究
所
准
教
授

で
、
と
よ
ま
サ
イ
エ
ン
ス
代
表

船
木
実
さ
ん

が
来
場
者
に

説
明
し
た
。

中
国
で
一
緒
に
生
活
し
た
大

槻
の
長
女
一
枝
さ
ん

は
東

京
か
ら
駆
け
付
け
た
。
一
枝
さ

ん
は
「
父
は
研
究
者
と
い
う
よ

り
、
い
つ
も
現
場
の
海
に
い
た

人
で
、
無
口
で
自
分
の
業
績
な

ど
ほ
と
ん
ど
語
ら
な
か
っ
た
。

地
元
の
人
に
こ
ん
な
に
手
厚
く

紹
介
さ
れ
る
な
ん
て
、
き
っ
と

天
国
で
驚
い
て
い
る
だ
ろ
う
」

と
話
し
て
い
た
。

ワカメやコンブの養殖法を開発した経緯を紹介した
展示に見入る来場者
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